
第6回津山市水道事業経営審議会

日時：令和5年9月28日　
13:30～
会場：本庁第１委員会室
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総括原価と料金改定率

　水道事業は、水道料金によって事業運営を行う独立採算制を採用し
ており、原則、公費（税金）は使っていません。
水道料金は、３～５年程度の算定期間において、総括原価と均衡を
保つよう設定することとされています。

総括原価と給水収益の関係

給水収益総括原価
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総括原価と料金改定率

算定期間（R6∼R8）の総括原価と給水収益の差（収入が不足
する額）を改定によって補います。

料金改定率

総括原価

7,177,052千円

給水収益
6,487,828千円

収入不足額

689,224千円

料金改定率（％）＝

　  総括原価
現行の料金収入

－１　×１００

料金改定率
（7,177,052÷6,487,828－1）×100
　　　　　　　　　　＝10.62（％）



2023/9/28 第6回津山市水道事業経営審議会 3

総括原価の算定
R6年度～R8年度の総括原価

資本費用

146,165千円

控除収益

1,397,471千円

総括原価

7,177,052千円

営業費用

8,428,358千円

支払利息（146,165円）+
資産維持費（０円）
※資産維持率０％

かかった費用 
人件費や
物件費（動力費等）など 
※別紙明細参照

※資産維持費とは、施設維持のため、
将来の設備再構築、更新等に充てる
投資のための費用

※なぜ資産維持費を計上しない？
→当面の更新に対して必要資金は担保されているため。
（R14資金残高約31億円←必要資金20億円）

一般会計補助金（基準内）や、
県企業団負担金収入など給水
収益以外の収入を控除します。
その結果、使用者が負担する
総括原価は小さくなります。
※別紙明細参照。



人件費
487,990 

5.8%

物件費等
3,091,239 

36.7%

減価償却費
3,636,495 

43.1%

資産減耗費
94,473 
1.1%

受水費
1,118,161 

13.3%
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■営業費用の構成
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総括原価について

委託料
1,548,047 

50.1%

修繕費
223,734 

7.2%

動力費
888,568 
28.7%

薬品費
63,218 

2.0%

工事請負費

77,619  
2.5%

その他
290,052 

9.4%

営業費用（8,428,358千円の構成内訳）

物件費等（3,091,239千円の内訳）

単位：千円



参考資料



■総括原価（①営業費用＋②資本費用－③控除収益）

■①営業費用と②資本費用の内訳

今回の算定では資産維持費を計上していません（資産維持率0％）

※１ 物件費等の内訳は下記参照

単位：千円

■物件費等（※１）の内訳

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R6 R7 R8 合計

144,737 125,993 108,333 91,295 75,212 60,842 50,146 48,484 47,535 146,165 

年度

資本費用（支払利息）

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R6 R7 R8 合計

799,720 725,919 804,470 923,709 926,070 1,069,319 1,032,848 1,030,549 1,027,841 3,091,239 

429,088 408,494 420,837 474,978 476,593 490,150 515,502 516,015 516,530 1,548,047 

40,641 25,241 39,260 136,239 127,512 116,919 74,310 74,578 74,846 223,734 

172,951 182,602 177,474 163,791 182,736 261,460 299,430 296,317 292,821 888,568 

22,731 20,044 21,854 25,177 22,602 28,208 21,303 21,082 20,833 63,218 

9,142 8,530 26,420 34,304 49,581 81,577 25,780 25,873 25,966 77,619 

125,167 81,007 118,624 89,221 67,046 91,005 96,523 96,684 96,845 290,052 

年度

物件費等

委託料

修繕費

動力費

薬品費

工事請負費

その他

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R6 R7 R8 合計

営業費用 2,591,531 2,501,857 2,577,428 2,661,719 2,665,663 2,803,234 2,791,227 2,810,082 2,827,049 8,428,358 

163,929 165,313 155,932 152,967 158,412 157,488 162,501 162,663 162,826 487,990 

799,720 725,919 804,470 923,709 926,070 1,069,319 1,032,848 1,030,549 1,027,841 3,091,239 

1,215,249 1,197,975 1,203,290 1,195,888 1,187,277 1,179,198 1,191,666 1,212,658 1,232,170 3,636,495 

39,913 39,930 39,994 16,434 21,183 24,509 31,491 31,491 31,491 94,473 

372,720 372,720 373,742 372,721 372,721 372,720 372,720 372,720 372,720 1,118,161 

年度

人件費

物件費等 ※１

減価償却費

資産減耗費

受水費

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R6 R7 R8 合計

2,243,586 2,125,974 2,156,856 2,056,752 2,206,639 2,335,801 2,376,011 2,394,291 2,406,750 7,177,052 

年度

総括原価



単位：千円■③控除収益の内訳
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R6 R7 R8 合計

控除額合計 492,682 501,876 528,905 696,262 534,236 528,275 465,362 464,275 467,834 1,397,471 

加入金 40,680 45,960 48,960 37,050 36,960 43,770 36,960 36,960 36,960 110,880 

その他営業収益 230,067 223,671 231,729 222,999 230,653 267,052 229,266 230,091 230,919 690,276 

 手数料 70 60 80 520 270 700 0 0 0 

 県企業団収入 229,997 223,611 231,649 222,479 230,383 266,352 229,266 230,091 230,919 

1,540 1,260 507 323 582 580 285 285 285 855 

89,908 94,702 102,744 288,518 83,833 62,759 47,248 39,301 36,042 122,951 

雑収益 45,185 46,398 46,920 48,138 63,431 50,203 50,014 50,014 50,014 150,042 

長期前受金戻入 85,272 89,693 96,653 99,233 100,551 101,588 101,589 107,624 113,614 322,827 

年度

受取利息及び配当金

他会計補助金・資本費繰入金
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期待できる効果
●動力費の抑制

●修繕費の抑制

●公道破裂修繕工事委託料の減
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期待できる効果
●支払利息の抑制

●給水収益対企業債残高比率
（企業債依存度）の抑制

経費削減への取組で今後期待できる効果
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IoT・AI技術の活用、人口予測の研究

　今後の管路更新工事増に対応する職員の確保

IoT・AI技術の活用
本市が着目する新技術の一例

　職員による評価や判定の精緻化、自動化・無人化を行うことで、
職員は、他の業務に従事可能。

現在の情報に将来人口予測を加味し、水量予測を精緻化する方
法を模索。

人口予測を管路更新に活用

現在は配水池単位で戸数を把握し、水量予測を行い必要な管径
を把握している。

AIを活用した管路劣化診断予測

参考-2
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国庫補助金・交付金の活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「令和５年度 第２回水道整備・管理行政に関する説明会資料（厚生労働省）」より抜粋

　国庫補助金・交付金を活用し、事業費の財源に充当。内部留保資金の減少を抑える。
　　　将来の料金算定時、改定不要または資産維持費の抑制が期待できる。

参考-3

単位：百万円
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国庫補助金・交付金の活用
事業費20億円の更新事業に補助金を充てた場合の収益上の効果を試算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費
財源

備考
補助金等 企業債 自己財源

補助金あり 20億円 5億円 6.75億円 8.25億円 水道ビジョン財政計画の条件設定に基づき、
企業債割合を決定しています。

補助金なし 20億円 0円 9億円 11億円 同上

固定資産償却年数　40年
企業債償還年数30年（元金据置5年）

補助金 1～6年目 7年目 … 30年目 31年目 … 42年目 43年目 期間計

あり
支払利息（※） 8,775 8,476 … 408 … 163,833

長期前受金戻入 11,250 11,250 … 11,250 11,250 … 11,250 2,500 475,000

なし
支払利息 11,700 11,301 … 544 … 218,445

長期前受金戻入 0 0 … 0 0 … 0 0

収益上の効果 14,175 14,075 11,386 11,250 11,250 2,500 529,612

単位：千円

（※）水道ビジョン財政計画作成時の条件設定に基づいた償還年数と借入利率を使用、元金均等払
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施設統合の検討について
事業計画の策定時において、施設のダウンサイジングや統廃合の検討も行っています。
令和3年度は18施設を検討し、うち10施設については、更新基準年を目安に将来、統合する予定です。

統合を検討した施設 平均配水量
m3/日

設置年度 更新基準年度 統合先施設 検討結果

1 高倉配水池 120 1984年 2044年 草加部第２配水池系統 〇

2 高倉ポンプ室 1984年 2044年 ◎

3 宮部下配水池 255 1980年 2040年 久米第３配水池系統 ◎

4 宮部下ポンプ室 1980年 2040年 ◎

5 スポーツセンター配水池 200 1986年 2046年 高倉第２配水池系統 ◎

6 小田中第２配水池 1,650 1979年 2039年 小田中第１配水池 〇

他4施設

下高倉配水池宮部下配水池 宮部ポンプ場

参考-5
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新聞記事（日本水道新聞・水道産業新聞）

参考-6
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料金改定の実施時期と改定率

適正な料金水準の検討（総括原価に基づいた料金算定）

令和6年度に10.62％の改定

■財政シミュレーション

参考-7

パターン 試算条件 試算結果

パターン１ 料金改定率：10.62％で固定
資金残高の推移
（改定時期R6～R9)

パターン２
資金残高：今後10年間

       必要資金を確保
料金改定率
（改定時期R6～R9)

料金改定の実施時期をR6からR7～R9に後送りした場合の
財政シミュレーション（試算）
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■パターン１（料金改定率を固定   資金残高の動きを確認）

参考-8

料金改定の実施時期と改定率
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R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

料金改定（改定率１０．６２％）の実施時期による資金残高推移

資金残高(R6改定） 資金残高(R7改定) 資金残高(R8改定) 資金残高(R9改定) 必要資金

改定時期の後送りにより、必要資金を
下回る時期が早まります。

改定
時期

必要資金を
下回る時期

R6 R18
R7 R17
R8 R16
R9 R16
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改定後10年間資金を確保できる料金改定率
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■パターン２（資金残高を固定   料金改定率の変化を確認）

参考-9

料金改定の実施時期と改定率

改定時期の後送りにより、
料金改定率が上昇します。
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2X00年度 2X05年度 2X10年度 2X15年度 2X20年度 2X25年度 2X30年度 2X35年度 2X40年度

30年間　長期的な収支の試算

10年間
収支見通しの作成・公表・見直し

3～5年間
料金算定

　　　　　　30年間　長期的な収支の試算

10年間
収支見通しの作成・公表・見直し

3～5年間
料金算定

30年間　長期的な収支の試算

10年間
収支見通しの作成・公表・見直し

3～5年間
料金算定

施行規則
第17条の4 第1項

施行規則
第17条の4　第4項及び第5項

施行規則
第12条　第2号

3～5年毎に
見直しを行う

3～5年毎に
見直しを行う

施行規則
第12条　第3号

●施行規則第17条の4 第1項の試算に基づき算定されたものであること
　　（施行規則第12条 第2号）
●「資産維持費」※が料金設定の基礎として含まれていること
　　（施行規則第12条 第1号）

※資産維持費
水道施設の計画的な更新などの原資として内部留保すべき額
（施行規則第12条 第1号 ロ）

水道料金は、能率的な経営の下における適正な原価に照らし、健全な経営を確保することができる公正
妥当なものであること（水道法第14条第2項第1号）

適正な水道料金の設定　～料金算定スケジュール（例）～
「令和５年度 第２回水道整備・管理行政に関する説明会資料（厚生労働省）」より抜粋

更新需要の算出に当たり考慮する内容
（施行規則第17条の4　第3項）

●水道施設の規模及び配置の適正化
●費用の平準化
●災害その他非常時における給水能力
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4,000
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20% 40% 60% 80% 100% 120%

南東部 南西部 北部

給水収益＜作る費用　　 作る費用＜給水収益　　　　　　　　　

県下水道料金と料金回収率の関係
（令和３年度）　　　　　　　　　　第3回津山市水道事業経営審議会資料　再掲

1か月あたり家庭用水道料金（円/20㎥)
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これまで審議会で取り上げた課題等
課題 主なご意見等

１ 料金改定の時期 物価高・エネルギー価格の高騰が市民生活等に影響を与えているこ
の時期に料金を改定しなければならないか。

２ 施設更新計画 人口減少社会を迎えている。
今後の更新計画に工夫が必要ではないか。

３ 国庫補助金・交付金の活用 国は国土強靭化対策事業に注力している。
水道施設の更新は重要なこと。国の予算をフル活用してもらいたい。

４ 経費削減 経費削減の工夫をして、総括原価を抑えることはできないか。
県企業団への支払い（受水費）の負担も大きい。

５ 料金体系 口径別の基本料金案では、大口メーター使用者の負担が大きい。
改定率が複雑で分かりづらい。市民への丁寧な説明が必要。


